
【ゲームコメント】（池村ヘッドコーチ）
現状の練習成果がどの程度できているかを確認する試合
でした。個々のタックルする『意思』は良かったものの、
『セットプレーの獲得及びアタック』『デイフェンスシステ
ムの理解』『ゲームスタートのインパクト』等決して満足
のいく内容ではありませんでした。
今後、現状からステップアップしていく事が大切だと思
っています。沢山のご声援有難うございました。
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●春シーズンのねらい
昨年のすべての試合におけるトライ・

被トライを検証したところ、トライまで
に要した時間は1試合平均54分、先制ト
ライしたゲーム数は0回という結果でし
た。
そこで今年は、先制トライで敵にダメ

ージを与えてインパクトを最大化するた
め、セットプレーの獲得アップ（戦力補
強・重点的練習）、効率的なアタックプ
ラン（セット・局面・ターンオーバー）、
コーリング、ボールコントロールプラン
（パス判断基準）、キックプラン（カウン
ターアタック・キック処理・連続ディフ
ェンス）を具体的な施策としました。個
人力の最大化がチーム力の最大化につな
がります。すべての選手にチャンスを与
えられるよう、春のオープン戦は登録メ
ンバーをできるだけ多くして、メンバー
交代の数を増やして挑みました。

●シーズンに向けて
釜石シーウェイブスにとってディフェンス
は得意分野であり、強味でもあります。
（1）モールトライ撲滅のためラインアウトモ
ールのエリアに侵入させない

（2）キック処理の技術を上げる
（3）ディフェンスをシステムで理解し、セット
や局面からのイージートライ撲滅

以上を強化しながら、早い局面でターンオー
バーを狙えるように取り組んできました。ま

た、ターンオーバーの機会を多く持つために、
苦境時のセルフコントロール、ディフェンス
方法の理解度、ディフェンスの技術、ラック
判断力、ボールを持たない選手のプレイをそ
れぞれ向上させてきました。
チームの理想はトップリーグ昇格、理想の
実現にはイースト11のTOP3に入ること、理
想の条件は10試合中8勝。多くの課題を一歩
ずつ改善しながら、今シーズンを乗り切って、
理想に向かって進んでいきたいと思います。

2006年度

春シーズン
試合結果

第41回IBC杯招待ラグビー’06.5.14
盛岡南公園球技場 （K.O.13:05）

グランド状態（良）天候（晴れ）観客数（1,000人)

前半 後半 前半 後半
1 2 T 2 3
1 0 G 1 1
1 0 P 0 0
0 0 D 0 0
6

【釜石シーウェイブス出場メンバー】

FW1 浅田　哲哉 27 173 100
2 小野寺政人 22 175 90
3 武藤　恵介 32 173 97
4 三浦　健博 29 183 95
5 保坂　　豪 24 184 96
6 及川　浩樹 24 180 88
7 S･アフェアキ 27 198 100
8 三浦　智拓 30 187 102
HB9 八重樫俊介 24 173 73
10 細川　　進 27 170 75
TB11 木立　博臣 28 170 77
12 P･アラティニ 30 179 90

⑬ 津嶋　俊一 26 178 80
14 金　　和則 27 182 72
FB15 篠原　洋介 28 172 75

RESERVE
16 松井　康輔 23 177 90
17 下山　信吾 22 173 87
18 T･フィフィタ 26 187 110
19 佐野　竜介 29 180 90
20 向井　　陽 28 163 70
21 西田　登喜 28 176 74
22 藤原　　誠 24 178 80

No 氏　名 年齢 身長 体重 No 氏　名 年齢 身長 体重

反則 15

20 29

釜石シーウェイブス 10－12
10－17 リコーブラックラムズ

審判／磯部隆広（関東協会)  T.J.／山本、高萩、嶋野（全員関東）

【ゲームコメント】（池村ヘッドコーチ）
まず始めに、春口先生を始め各関係者の方々と過去から
関東学院大学との関係を築いて下さったOBの皆様方に心
から感謝申し上げます。
リコー戦と今回の関東学院戦にて選手全員にチャンスを
与えました。結果、ＳＷの総合力を直視する事が出来たと
思っております。シーズン中は、ベスト15人の力よりＳＷ
の総合力が問われてくるので、とても良い経験になりまし
た。まさにここからがスタートだと思っております。
また、今回で第一クール（約一ヶ月）が終了し第二クール

（約一ヶ月）に入っていきます。過去の反省を踏まえ、『自
己注』をキーワードに鍛錬していきたいと思っております。
『自己注』とは自己分析注意力（自分自身の造語ですが…）
の事です。常に自分自身を客観的に分析し次に何に注意す
ればよいか対策を考える力です。私自身、ラグビーでは一
番重要なスキルだと考えています。日々、改善し向上する
事に集中していきます。宜しくお願い致します。

change and challenge Rugby Kanagawa 春季交流試合’06.5.21
三ツ沢公園球技場 （K.O.14:00）

グランド状態（良）天候（晴れ）観客数（1,000人)

前半 後半 前半 後半
1 1 T 3 6
1 1 G 3 4
0 0 P 0 0
0 0 D 0 0
―

【釜石シーウェイブス出場メンバー】

FW1 浅田　哲哉 27 173 100
2 松井　康輔 23 177 90
3 高松　貴之 28 173 103
4 三浦　健博 29 183 95
5 山本　倫大 25 185 95
6 及川　浩樹 24 180 88
7 S･アフェアキ 27 198 100
8 岡崎　英二 24 180 86
HB9 八重樫俊介 24 173 73
10 椎村　政彦 28 182 86
TB11 木立　博臣 28 170 77
12 P･アラティニ 30 179 90
⑬ 津嶋　俊一 26 178 80

14 村上　泰隆 20 180 73
FB15 篠原　洋介 28 172 75
RESERVE
16 武藤　恵介 32 173 97
17 下山　信吾 22 173 87
18 T･フィフィタ 26 187 110
19 佐野　竜介 29 180 90
20 向井　　陽 28 163 70
21 横山　一平 28 178 90
22 藤原　　誠 24 178 80
4 保坂　　豪 24 184 96
12 森　闘志也 29 174 87
13 佐藤　規行 28 172 78

No 氏　名 年齢 身長 体重 No 氏　名 年齢 身長 体重

反則 ―

14 59

釜石シーウェイブス 7－21
7－38 関東学院大学

審判／小野塚 隆（日本協会） T.J.／池原、加藤、三宅（全員関東）

八幡平フェスタ　交流試合’06.7.15
八幡平市松尾陸上競技場 （K.O.15:00）

グランド状態（良）天候（晴れ）観客数（600人)

前半 後半 前半 後半
6 1 T 1 4
3 1 G 0 3
0 0 P 0 0
0 0 D 0 0
―

【釜石シーウェイブス出場メンバー】

≪前半≫
FW1 浅田　哲哉 27 173 100
2 松井　康輔 23 177 90
3 長沼　英幸 22 178 103
4 三浦　健博 29 183 95
5 保坂　　豪 24 184 96
6 佐野　竜介 29 180 90
7 S･アフェアキ 27 198 100
8 岡崎　英二 25 180 86
HB9 八重樫俊介 24 173 73
10 椎村　政彦 28 182 86
TB11 藤原　　誠 24 178 80
12 P･アラティニ 30 179 90
⑬ 津嶋　俊一 26 178 80
14 津田　康太 28 175 82
FB15 篠原　洋介 28 172 75

≪後半≫
FW1 武藤　恵介 32 173 97
2 松井　康輔 23 177 90
3 高松　貴之／下山　信吾
4 山本　倫大 25 185 95
5 三浦　智拓 30 187 102
6 及川　浩樹 24 180 88
7 京野　和也 27 174 90
8 T･フィフィタ 26 187 110
HB9 向井　陽／藤原　浩平
10 椎村　政彦 28 182 86
TB11 村上　泰隆 20 180 73
12 P･アラティニ 30 179 90
⑬ 佐藤　規行 28 172 78
14 津田　康太 28 175 82
FB15 藤原　　誠 24 178 80

No 氏　名 年齢 身長 体重 No 氏　名 年齢 身長 体重

反則 ―

43 31

釜石シーウェイブス 36－ 5
7－26 タマリバクラブ

審判／　―　　　　　 T.J.／　　―　　　

【ゲームコメント】（池村ヘッドコーチ）
三洋戦で第二クールが終了しました。『チーム総合力の
向上』を目指し、特に『理解度/自己注（自己分析注意力）』
の向上に取組んできました。『なぜ』を理解する事で、第
一クールより良いパフォーマンスを得る事が出来たと感じ
ています。ステップアップ出来ているという点においては、
選手達は非常に頑張ってくれました。しかしながら
『TOP3』入りの為には、理解度に加え『精度』も求めなけ
れば到達できません。その意味でも次のクールが最重要期
間となります。ここでのチーム向上の『加速』こそが、成
否を分けると考えています。
今後も『チーム力』で勝負していきたいと思っています
ので、ご声援宜しくお願い致します。尚、第二クールＭＶ
Ｐは佐野選手です。（第一クールは篠原選手）彼らに共通
しているのは、『ゲーム・トレーニング・フィジカル・オ
フトレーニング（モラル）』全てにおいて高いパフォーマ
ンスを発揮した選手です。

第８回北上ラグビーフェスティバル’06.6.25
北上総合運動公園陸上競技場 （K.O.13:00）

グランド状態（良）天候（晴れ）観客数（2,000人)

前半 後半 前半 後半
0 1 T 1 4
0 0 G 1 3
0 0 P 0 0
0 0 D 0 0
14

【釜石シーウェイブス出場メンバー】

FW1 浅田　哲哉 27 173 100
2 松井　康輔 23 177 90
3 長沼　英幸 22 178 103
4 三浦　健博 29 183 95
5 保坂　　豪 24 184 96
6 佐野　竜介 29 180 90
7 S･アフェアキ 27 198 100
8 岡崎　英二 25 180 86
HB9 八重樫俊介 24 173 73
10 椎村　政彦 28 182 86
TB11 藤原　　誠 24 178 80
12 P･アラティニ 30 179 90

⑬ 津嶋　俊一 26 178 80
14 津田　康太 28 175 82
FB15 篠原　洋介 28 172 75

RESERVE
16 高松　貴之 28 173 103
17 下山　信吾 22 173 87
18 T･フィフィタ 26 187 110
19 京野　和也 27 174 90
20 向井　　陽 28 163 70
21 細川　　進 27 170 75
22 西田　登喜 28 176 74

No 氏　名 年齢 身長 体重 No 氏　名 年齢 身長 体重

反則 10

5 33

釜石シーウェイブス 5－ 7
0－26 三洋電機ワイルドナイツ

審判／岸川（日本協会） T.J.／菅野、嶋野、嶋野（全員関東）

秋田ノーザンブレッツR.F.Cラグビー感謝祭’06.7.23
秋田市八橋運動公園球技場 （K.O.13:00）

グランド状態（良）天候（晴れ）観客数（1,300人)

前半 後半 前半 後半
5 4 T 1 0
1 4 G 0 0
0 0 P 0 0
0 0 D 0 0
11

【釜石シーウェイブス出場メンバー】

FW1 武藤　恵介 32 173 97
2 松井　康輔 23 177 90
3 長沼　英幸 22 178 103
4 保坂　　豪 24 184 96
5 三浦　智拓 30 187 102
6 京野　和也 27 174 90
7 S･アフェアキ 27 198 100
8 T･フィフィタ 26 187 110
HB9 向井　　陽 28 163 70
10 細川　　進 27 170 75
TB11 村上　泰隆 20 180 73
⑫ 津嶋　俊一 26 178 80

13 西田　登喜 28 176 74
14 津田　康太 28 175 82
FB15 篠原　洋介 28 172 75

RESERVE
16 小野寺政人 22 175 90
17 下山　信吾 22 173 87
18 山本　倫大 25 185 95
19 及川　浩樹 24 180 88
20 八重樫俊介 24 173 73
21 藤原　　誠 24 178 80
22 P･アラティニ 30 179 90

No 氏　名 年齢 身長 体重 No 氏　名 年齢 身長 体重

反則 12

55 5

釜石シーウェイブス 27－ 5
28－ 0 秋田ノーザンブレッツ

審判／　―　　　　　 T.J.／　　―　　　


